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１ 特別損失の内容について

(1) 固定資産廃棄損

(2) たな卸資産評価損

(3) 減損損失

２ 平成21年12月期 第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年１月１日～平成21年６月30日）

（単位：百万円、％）

３ 平成21年12月期 第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年１月１日～平成21年６月30日）

（単位：百万円、％）

記

5,124 69

― ―

今 回 修 正 予 想 （Ｂ）

△ 320 ―

21 1円25銭

― ―増 減 率 （％） △23.8

（ご参考）前年同期実績
（平成20年12月期第２四半期）

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △ 1,190 △ 320 △ 270

0 0円00銭

売上高

△ 270

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 5,000 0 0

売上高

△ 290

―

―

△ 290

１株当たり
当期純利益

0円00銭

当期純利益

0

経常利益

0

経常利益

増 減 率 （％） △21.0

114

―

78 23

―

4,030

平成21年７月14日

代表者名
会 社 名 フ ジ コ ピ ア ン 株 式 会 社

問合せ先
（コード

△ 240

営業利益

0

△ 240

△ 280

△ 280

特別損失の発生ならびに
平成21年12月期第２四半期累計期間および通期業績予想の修正に関するお知らせ

平成21年12月期第２四半期累計期間において、下記のとおり特別損失を計上しましたのでお知らせします。
また、最近の業績の動向等を踏まえ、平成21年２月18日に公表しました平成21年12月期（平成21年１月１日～平
成21年12月31日） の業績予想について、下記のとおり修正しましたのでお知らせします。

当期純利益

今 回 修 正 予 想 （Ｂ）

3,810 △ 320

5,298

83

△ 17円41銭

営業利益

1円37銭

△ 320 △ 19円21銭

１株当たり
当期純利益

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △ 1,070

（ご参考）前年同期実績
（平成20年12月期第２四半期）

―

新規設備の導入にともない、既存設備の廃棄による固定資産廃棄損(13百万円)を計上しました。

たな卸資産の評価に関する新たな会計基準の適用により、たな卸資産の評価方法を変更したことにともない、
たな卸資産評価損(12百万円)を計上しました。

遊休固定資産にかかる減損損失(22百万円)を計上しました。

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 5,100
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４ 平成21年12月期 通期連結業績予想数値の修正（平成21年１月１日～平成21年12月31日）

（単位：百万円、％）

５ 平成21年12月期 通期個別業績予想数値の修正（平成21年１月１日～平成21年12月31日）

（単位：百万円、％）

６ 業績予想修正の理由

(注)

以 上

41 2円44銭

増 減 率 （％） △ 20.4

（ご参考）前年同期実績
（平成20年12月期） 10,059 170 12

― ―

△ 400 △ 24円02銭

△ 500 ―

― ―

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △ 2,100 △ 400 △ 400

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 8,200 △ 300 △ 300

１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 10,300 100 100 100 5円93銭

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

― ―

（ご参考）前年同期実績
（平成20年12月期） 10,213 197 10 32 1円91銭

増 減 率 （％）

増 減 額 （Ｂ－Ａ）

△ 17.1 ―

△ 400△ 300

―

当期純利益 １株当たり
当期純利益経常利益

△ 1,800 △ 400 ―△ 400 △ 500

△ 24円02銭

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 10,500

売上高 営業利益

100 100 100 5円93銭

上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績は、今後
様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

平成20年秋以降の世界的な需要の減退および為替の円高傾向推移にともなう国内外向け販売の減少があり、第２
四半期累計期間の売上高は大きく前回を下回る予想となりました。

利益面では、需要の大幅な減少に対応して製造部門での操業調整等の対策を実施するとともに、グループを挙げ
たコスト削減に取り組みましたが、営業利益および経常利益はいずれも前回を大きく下回り、遊休資産にかかる減損
損失などを特別損失に計上したことから、当期純利益はさらに前回を下回る予想となりました。

下半期につきましては景気回復とともに需要が回復に向かうことを予想しておりますが、回復のテンポは緩やかなも
のと予想しております。

このため通期の売上高としては前回を大きく下回り、これにともない、営業利益、経常利益および当期純利益も前回
を下回る予想となりました。

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 8,700 △ 300
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